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石
つわ

蕗
ぶき

の 花咲きみてり 君が家の 寂びて並べる 庭石の蔭に 若山牧水 
 

光沢のある濃い緑の丸く大きな葉の間から長く伸びた花茎の先に、鮮や

かな黄金色の花を付ける石蕗は、日南市の花です。花言葉は、「愛よよみが

えれ」、「困難に負けない」です。日当たりの悪い庭や生垣の下、海岸近くの

岩場の厳しい環境でも、つやつやとした葉が美しく、大きな黄色の花を咲か

せている石蕗を目にするたびに愛おしく感じます。 
 

｢ｽﾎﾟｰﾂの秋、文化の秋、読書の秋､勉学の秋｣で充実した 2 学期！ 
｢光陰矢の如し｣と言いますが、夏休み明けの８月２４日から開始した２学期も、夏から秋、冬へと

季節が進み、１２月２４日の終業の日まで残りわずかとなりました。始業式は校内放送で行うなどの
コロナ禍のスタートではありましたが、子どもたちは、体育大会や地区・県中学校秋季体育大会、合
唱発表、生徒会役員選挙、遠足、鑑賞教室などの諸行事に、本当に一生懸命に取り組みました。私
たち教師も、行事をとおして仲間とふれあい、たくましく成長していく子どもたちの姿にしばしば
感動させられました。２学期は、いろいろな意味で私たち教師の期待以上の結果を出す油津中学
校の子どもたちの底力や子どもたちの将来に対する無限の可能性を感じた学期といえます。 

１８日に行われる校内マラソン大会が 2 学期最後の行事になります。長距離を走る競技だけに、

心身をたくましく鍛え、学期を締めくくるにふさわしい行事になることを期待したいと思います。  

｢目標の宣言｣と「努力」で冬を乗り切り、「成果の春」へ 
校内放送で行った 8 月２４日の２学期始業式で、私は、３つ（①「早寝・早起き・朝ご飯」で健康な

心身を保つこと。②「元気なあいさつ」で、１日のよりよいスタートにすること。③「目標を宣言す
る」ことで、目標を見失わず着実な成長につなげること。）のことを努力して、一人一人がステッ
プアップする学期にしてほしいという話をしました。 

③と関連のある進路学習は、学級や学年でも取り組んでいますが、私も校長と
して子どもたちの目標を知りたいと思い、１学期の３年生に続いて、２学期は、２年生
対象の個人面接を行いました。短時間ではありますが、目標とその実現に向けて頑
張っていることを一人ずつ聞きました。将来、就きたい職業や理想の自分を意識し

て学習に取り組んだり、部活動を頑張ったりしている２年生の様子がわかり、とても
頼もしく感じました。「目標の宣言」は、「努力」を継続する力を後押しするでしょう。 

｢自分の進路(将来)について深く考える｣経験は、子どもの学習意欲や将来についての展望に
有効にはたらくといえます。｢３年生になってから真剣に考えればよい｣というわけではなく、１・２年
生のうちから、日常的に進路(将来)について深く考える関わりをしていくことが、将来に繋がる力
になっていきます。「目標の宣言」と「努力」で、全員が「成果の春」を目指してほしいと思います。    

油津中学校ＯＢの清水洋三様から本の寄贈 
昨年に引き続き、卒業生の清水洋三様から、２５冊の本（約１０万円

分）を寄贈していただきました。中学生のうちから、本を読んで様々な

ことを学んでほしいという思いで、本を贈ってくださいました。 

 １１月６日、来校された清水様から、生徒を代表して全校文化委員委

員長の江藤大綾さんが目録を受け取り、お礼のことばを述べました。 

いただいた本は、図書室の「清水文庫」コーナーに置いています。

たくさんの生徒が手にとって読んでほしいと思います。 

   

                       

 

 

 

「今日が楽しく明日が待たれる学校」 

 



1１/27 生徒会役員退任式・任命式 ～ユズリハのように温かく見守って～ 
１１月２７日をもって、生徒会役員が新旧総

入れ替えになりました。これまで生徒会をリー

ドしてくれた旧役員に感謝状を贈り、新役員に

認証状を渡しました。旧役員の活躍は、油津中

学校の誇りであり、良き伝統として新しい生徒

会に引き継がれていくことでしょう。 

生徒会役員退任式・任命式では、昔から縁起

が良いとされている「ユズリハ」を持参して話をしました。“新しい葉が全てそろってから

古い葉が一気に落ちる＝新旧交代がハッキリしている”という特徴や、葉の軸が赤く、葉の

裏は白っぽいことから“紅白”を連想させる“縁起が良い葉”とされる理由が、新旧交代の

イメージにぴったりだったからです。「ユズリハ」のように、新役員の活動が軌道に乗るま

で、旧役員には、温かく見守ってほしいと思います。 

新生徒会には、「自分たちの生徒会」・「自分たちの学校」をアイデアと実行力で牽引し、

みんなで「今日が楽しく、明日が待たれる学校」を創っていくことを期待しています。  
油津地区イルミネーション点灯式・地域掃除活動ボランティア参加！ 

11 月 22 日油津地域協議会主催の堀川運河イルミネーション点灯式に吹奏楽部が参加し、

演奏を行いました。生徒会が制作した「光彩」(生徒会スローガン)もイルミネーションとして飾られて

います。当日は、イルミネーション点灯式を楽しみに多くの方々が集まられていました。地

域の方の踊りの輪に自然に加わって楽しく踊っている６～７名の男の子たちをほほえましく

見ていると、何と本校の生徒でした。地域の中で心根の優しい子どもたちを育てていただい

ているのを感じます。 

11 月 28 日に行われた油津地域

清掃活動ボランティアには、油津中

学校から６３名（１年生１４名、２

年生１３名、３年生３６名）が参加

しました。地域の方々と堀川運河

「夢見橋」横の夢広場周辺の掃除を

行いました。地域行事の参加やボラ

ンティア活動の経験は、子どもたちの油津愛をしっかり育んでいると感じます。 
 

冬至は 1２/2１（月）です！さあ、これからはよいことがどんどんやって来る！ 
ゆず(柚子)は、その実の香りと薬効から、冬にはゆず湯に用いられ、古

くから料理に欠かせない調味料の役割も果たしてきました。冬至にゆず

湯に入る習慣は、江戸時代から始まったようです。 

２０２０年の冬至は、１２月 2１日です。1 年で最も昼の時間が短くなる日で

す。ゆず湯に入って身体を芯から温め、風邪を予防したいものです。 

冬至のことを中国の「易経」で｢一陽来復｣とも言います。中国の昔の
暦では、冬至を境に陰の気から陽の気が復活し、衰えていた太陽の力が

再び勢いを増してくるといわれています。そのため、新しい年が来るという意味の他に、幸運に向
かうという意味も込められています。冬至は、「さあ、これからは良いことがどんどんやって来る」
と気持ちを切り替えてがんばるきっかけを与えてくれる日でもあります。 

  
【１月の主な行事】 
１月６日（水） 三学期始業の日 ※給食あり 

 １月７日（木）・８日（金）実力テスト（３年）  
１月１３日（火）・１４日（水）校長会テスト（３年） 
１月２２日（金）参観日・立志式（2 年）   
１月２７日（水）・２８日（木）私立高校入試（３年）                 


